
文
学
館
だ
よ
り
　中山義秀記念文学館
　令和 6 年 9 月

（2024 年）

まんが「最後の文士　中山義秀」贈呈式
　

前
号
（
令
和
6
年
3
月
）
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
、
ま
ん
が
「
最
後
の

文
士　

中
山
義
秀
」
が
、
中
山
義
秀

顕
彰
会
に
よ
り
、
市
内
の
各
小
中
学

校
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
は
、
義
秀
生
誕
の
地
で
あ

る
大
信
地
区
に
あ
る
大
信
小
学
校
に

お
い
て
、
4
月
25
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

顕
彰
会
会
長
で
あ
る
鈴
木
和
夫
白

河
市
長
が
、
児
童
代
表
に
直
接
、
ま

ん
が
を
手
渡
し
ま
し
た
。会
長
か
ら
、

「
皆
さ
ん
の
中
か
ら
将
来
、
す
ば
ら

し
い
作
家
が
輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。」
と
の
お
話
し
が
あ
り
、
児

童
代
表
、
仁
科
校
長
先
生
か
ら
は
、
お
礼
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ん
が
は
、
大
信
図
書
館
、
白
河
市
立
図
書

館
、
表
郷
図
書
館
、
東
図
書
館
で
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

中
山
義
秀
記
念
文
学
館

企
画
展

　
　
開

催

終

了

【
昭
和
20
年
代
・
30
年
代
子
ど
も
の
秘
密
お
宝
展
】

　
　
　
　

５
月
19
日
～
６
月
30
日　

観
覧
者

489
人

　

藤
田
記
念
博
物
館
名
品
選

【
文
豪
夏
目
漱
石
と
結
城
素
明
】

　
　
　
　

８
月
２
日
～
９
月
１
日　

観
覧
者 

77
人

　
　

【
甲
冑
展
】

　
　
　
　
９
月
15
日
～
10
月
27
日

【
半
沢
政
人　
奥
会
津
の
風
景
展
】

　
　
　
　
11
月
17
日
～
12
月
22
日

【
リ
バ
イ
バ
ル
展
】（
仮
称
）

　
　
　
　
令
和
7
年
１
月
19
日
～
３
月
23
日

写真右：5月 26 日開催の監修者阿部正栄氏に
よる『懇談の集い』
　阿部氏により、当時の社会状況、子どもたち
の楽しみであったメンコなどの遊び、まんが、
ラジオなど、たくさんの内容でお話しを聞くこ
とができ、参加者から文学館に対し、同様の企
画展をまた開催してほしいとの意見が寄せられ
ました。本企画展はテレビで紹介されたことも
あり、南相馬市や喜多方市、伊達市などからも
観覧においでいただきました

8 月 4日開催の藤田記念博物館学芸員佐川庄司氏による
『ギャラリートーク』
　佐川氏により、作品を通して漱石と素明の親交や時代
背景など幅広く解説いただきました。本企画展も県内各
地から観覧においでいただき「また佐川氏のギャラリー
トークが聞きたい」との意見をいただきました。

文
学
館
だ
よ
り

今
後
の
開
催



第
30
回
中
山
義
秀
文
学
賞
公
開
選
考
会

中
山
義
秀
文
学
賞 

第
30
回
記
念
事
業

第 30 回中山義秀文学賞
第二次選考会により候補 3 作品が決定！

８
月
２
日
開
催
の
第
二
次
選
考
会
に
お
い
て
「
第
30
回
中
山
義
秀
文
学
賞
」

候
補
作
品
が
左
記
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
（
記
載
は
推
薦
受
付
順
で
す
）。

       

第
一
次
・
第
二
次
選
考
委
員
：
五
十
嵐
稔
氏
、
大
矢
博
子
氏
、
末
國
善
己
氏

《中山義秀文学賞》中山義秀記念文学館の開館（平成 5年）を機に創設されました（主催：中山義秀顕彰会、共催：白河市、白河
市教育委員会、中山義秀記念文学館）。前年 4月 1日から当年 3月 31日のまで間に刊行された書籍を対象に、日本の歴史を
素材とした文学作品（歴史・時代小説）の中から、もっとも優れた作品を最終選考会で決定します。

『
風か
ぜ

と
雅
み
や
び

の
帝
み
か
ど

』
荒あ
ら

山や
ま 

徹
と
お
る

氏
　
PHP
研
究
所

『
厳

い
つ
く

島し
ま

』
武た
け

内う
ち 

涼
り
ょ
う

氏 

　(

株)
新
潮
社

『
き
ら
ん
風ふ

う

月げ
つ

』
永な
が

井い 

紗さ

耶や

子こ

氏 

　(

株)

講
談
社

　

選
考
委
員
の
論
評
・
採
点
や
、
受
賞
作
品
決
定
の
瞬
間
を
ぜ
ひ
会
場
で
ご  

   

覧
く
だ
さ
い
。（ 

入
場
無
料
）

　

最
終
選
考
委
員　
　

伊
東
潤
氏
、
上
田
秀
人
氏
、
澤
田
瞳
子
氏
、
細
谷
正
充
氏

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

中
山
義
秀
顕
彰
会
（
中
山
義
秀
記
念
文
学
館
内
）

　
　

☎　

46 - 

3614　
　
　

FAX  

46 - 

3702

第
30
回
中
山
義
秀
文
学
賞
公
開
選
考
会

中
山
義
秀
文
学
賞 

第
30
回
記
念
事
業

　

中
山
義
秀
文
学
賞
が
30
回
目
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
、
3
部

構
成
で
「
記
念
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

●
時　

間　

　

第
1
部
：
午
後
１
時
30
分 

～ 

午
後
２
時
20
分

　

第
2
部
：
午
後
２
時
30
分 

～ 

午
後
５
時
30
分

　

第
3
部
：
午
後
５
時
45
分 

～ 

午
後
８
時
00
分

●
内　

容

　

第
1
部
：〈
文
学
賞
贈
呈
式
〉
第
30
回
文
学
賞
贈
呈
式
、
受
賞
記
念
講
演
会

　

第
2
部
：〈
記
念
式
典
〉
歴
代
選
考
委
員
感
謝
状
贈
呈
、
第
1
回
受
賞
作
家

　
　
　
　
　

中
村
彰
彦
氏
に
よ
る
記
念
講
演
、
現
最
終
選
考
委
員
に
よ
る
パ　

　
　
　
　

    

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
テ
ー
マ
：
歴
史
・
時
代
小
説
の
魅
力
に
つ
い
て
）

　

第
3
部
：〈
歴
代
受
賞
者
と
の
交
流
会
〉（
※
参
加
費
必
要
）

●
定　

員

　

第
1
部
及
び
第
2
部
：
各
部
と
も
に

200
人
（
入
場
無
料
）

　

第
3
部
：

100
人
（
参
加
費
７
千
円
）

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

中
山
義
秀
顕
彰
会（
中
山
義
秀
記
念
文
学
館
内
）

　
　

☎　

 

46 -

3614　
　
　

FAX 

46 - 

3702

　－　中山義秀記念文学館利用のご案内　－　　
《白河市大信町屋字沢田 25　☎ ;0248 - 46 - 3614、FAX;0248-46-3702、E-mail; n-bungakukan@city.shirakawa.fukushima.jp》  

■開館時間　午前 10 時～午後６時（土日祝日は午後 5 時まで）
■休 館 日　 月曜日、祝日の翌日（月曜日が祝日の場合は翌日、祝日が金曜日の場合は前日）、年末年始 (12 月 29 日～１月３日）
■入 館 料　 大人 220 円、小人 110 円

10
月
13
日
（
日
）
午
後
2
時
よ
り

新
白
信
ビ
ル 

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
（
立
石
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
！

11
月
10
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
よ
り

東
京
第
一
ホ
テ
ル
新
白
河
（
新
白
河
駅
前
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
！


